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７
月
21
日
、
協
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
24
人
が
、
名
古
屋

市
中
村
区
の
「
さ
さ

し
ま
ラ
イ
ブ
」
地
区

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部

（
独
立
行
政
法
人 

国

際
協
力
機
構 

中
部

国
際
セ
ン
タ
ー
）
で

国
際
理
解
と
国
際
協

力
に
つ
い
て
の
研
修

を
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の

実
施
機
関
で
、
開
発
途
上
国
へ
の
協
力
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
全
世
界
に
約
1
0
0
か
所
の
在
外

事
務
所
の
ほ
か
、
日
本
国
内
に
も
本
部
と
17
の
国

内
機
関
を
持
っ
て
い
ま
す
。
会
場
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中

部
は
、
中
部
４
県
（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
）

の
総
合
窓
口
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
中
部
地
域
が
持
つ
知

識
や
技
術
を
生
か
し
た
り
、
地
域
の
人
々
が
行
う

国
際
協
力
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
へ
の
理
解
と
参
加
を

促
進
し
な
が
ら
、
技
術
研
修
員
の
受
け
入
れ
、
青

年
研
修
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、草
の
根
技
術
協
力
、

開
発
協
力
・
国
際
理
解
教
育
支
援
、
国
際
協
力
・

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

研
修
は
本
協
会
の
希
望
に
あ
わ
せ
、
午
前
中
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
概
要
説
明
と
国
際
協
力
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
昼
食
で
は
、
東
ア
フ

リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
の
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
「
白

い
ん
げ
ん
豆
の
ト
マ
ト
煮
」
と
ラ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
午
後
は
、
２
組
に
分
か
れ
て
青
年
海

外
協
力
隊
員
の
経
験
談
を
聞
き
、
施
設
を
見
学
し

ま
し
た
。
１
階
に
あ
る
「
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
」

は
６
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
す
。「
体

験
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
今
世
界
が
抱
え
て
い
る
貧
困
、

教
育
、
保
健
医
療
、
環
境
の
問
題
を
数
字
で
学
べ

る
よ
う
工
夫
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
買
い
物
を
通
じ

た
身
近
な
国
際
貢
献
が
で
き
ま
す
。
エ
ス
ニ
ッ
ク

料
理
が
味
わ
え
る
カ
フ
ェ
も
あ
り
ま
し
た
。
２
階

に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
や
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー
、

情
報
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
３
階
か
ら
上
は
主

に
宿
泊
施
設
で
、
年
間
約
80
か
国
の
途
上
国
か
ら

約
5
0
0
名
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
３
時
ご
ろ
ま
で
び
っ
し
り
で
し
た
が
、

日
本
の
国
際
協
力
・
国
際
交
流
の
現
状
や
地
球
規

模
の
課
題
を
学
び
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
皆
さ
ん

の
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
生
き
た
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
な
ら
で
は
の
生
き
生
き
し
た
研

修
で
し
た
。
食
事

を
通
し
て
、ち
ょ
っ

ぴ
り
異
文
化
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
貴
重
な
体

験
で
し
た
。皆
さ
ん

も
、一
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

中
部
の
「
な
ご
や

地
球
ひ
ろ
ば
」
を

訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
国
際
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は
月

曜
日
、
年
末
年
始
、
国
民
の
祝
日
で
す
。
名
古
屋

駅
か
ら
は
徒
歩
10
分
、
あ
お
な
み
線
さ
さ
し
ま
ラ

イ
ブ
駅
か
ら
は
徒
歩
３
分
で
す
。

新
築
移
転
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
で
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○
子
ど
も
日
本
語
教
室　
　

　

外
国
籍
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
日
常
生
活
に
必
要
な
基

礎
的
な
日
本
語
を
教
え
ま
す
。

市
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
の
児
童
生
徒

は
学
校
へ
、
そ
の
他
の
方
は
協
会
へ
ど

う
ぞ
。

原
則
と
し
て
小
学
生
は
在
籍
の
学
校
、

中
学
生
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

学
校
は
木
曜
日
の
午
後
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
土
曜
日
の
午
前

資
料
代
と
し
て
、
年
間
１
０
０
０
円

○
日
本
語
教
室

　

原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
外

国
籍
の
方
（
主
に
社
会
人
）
が
対
象
で
、
日
本
語
の
習
得

や
資
格
取
得
を
め
ざ
す
教
室
で
す
。

協
会
へ
ど
う
ぞ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

金
曜
日
の
19
時
30
分
〜
21
時

１
か
月
に
つ
き
１
０
０
０
円

　

協
会
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体
等
が
行
う
国
際
交

流
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
市
民

自
ら
が
行
う
国
際
交
流
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
追
加

し
て
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
経
費
の
50
％
以
下
で
、
１

団
体
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

10
月
31
日
ま
で
に
協
会
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
事
業

や
終
了
し
た
事
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

日
本
語
教
室
受
講
生
の
募
集

　

５
月
か
ら
、協
会
の
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
経
済
発
展
や
国
際
社
会
に
お
け
る
役
割
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
市
内
に
居
住
す
る
外
国
人
の
方
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
日
本
社
会
へ
の
適
応
能
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
日
本
語
教
育
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
協
会

で
は
、
昨
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
日

本
語
教
室
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
加
え
て
今
年
度
か
ら
主

に
社
会
人
を
対
象
に
し
た
日
本
語
教
室
を
開
設
し
、
日
本

語
の
基
礎
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

本
文
化
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
多
文
化
共

生
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
、
７
時
30
分
か
ら
９
時
ま

で
市
役
所
西
庁
舎
の
東
に
あ
る
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
20
日
現
在
、
生
徒
は
12

人
で
、
国
籍
別
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
４
人
、
中
国
４
人
、

ベ
ト
ナ
ム
３
人
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
語
の

習
熟
度
に
よ
っ
て
、
初

級
、
４
級
、
３
級
、
２

級
程
度
の
４
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
学
習
し

て
い
ま
す
。
初
級
は
ほ

と
ん
ど
日
本
語
が
話
せ

な
い
方
、
４
級
は
日
本

語
が
話
せ
る
が
、会
話
、

語
彙
、
文
法
に
不
自
由
し

て
い
る
方
、
３
級
は
、
更

に
会
話
、
語
彙
、
文
法
、

漢
字
、
読
解
力
な
ど
の
向

上
や
日
本
語
能
力
検
定
試

験
３
級
を
め
ざ
す
方
、
２

級
は
更
に
日
本
語
力
の
向

上
や
同
検
定
試
験
２
級
を

め
ざ
す
方
と
、
大
ま
か
に

区
分
し
て
指
導
し
て
い
ま

す
。

　

名
古
屋
芸
術
大
学
の
中
国
人
留
学
生
、
曹
権
さ
ん
は
日

本
に
来
た
ば
か
り
、
大
学
で
の
勉
強
に
必
要
な
の
で
日
本

語
を
学
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。「
将
来
は
日
本
で
就
職
し

た
い
。
こ
の
教
室
は
先
生
も
や
さ
し
い
し
、環
境
も
い
い
。

で
き
れ
ば
、週
２
回
に
し
て
ほ
し
い
」
と
意
欲
満
々
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
人
の
フ
ァ
ン
・
タ
ン
・
フ
ン
さ
ん
は
、「
日
本

語
が
大
好
き
。
将
来
は
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
お
店
を
開
き
た

い
。
こ
の
教
室
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
い
て
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
教
室
で
日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
９

人
、
１
人
当
り
１
〜
３
人
を
交
代
で
教
え
て
い
ま
す
。

　

学
習
意
欲
の
あ
る
外
国
人
の
方
の
受
講
を
歓
迎
し
ま

す
。
一
度
、
日
本
語
教
室
の
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
協
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

社
会
人
な
ど
を
対
象
に

　

 　
「
日
本
語
教
室
」
始
ま
る

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」（
夜
間
）
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
は
な
く
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
先
輩
が
親
切
に
指
導
し
ま
す
し
、

講
師
養
成
講
座
な
ど
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み

　・
開
設
場
所

　・
開
設
時
間

　・
費　
　

用

・
補
助
金
額

　・
申
し
込
み

　 ・
申
し
込
み

・
開
設
場
所

・
開
設
時
間

・
受  

講  

料

国
際
交
流
事
業
補
助
金
対
象
事
業
の

追
加
募
集
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11
月
3
日
の
商
工
祭
に

　
　
　

   

「
国
際
屋
台
」
登
場
！

　

協
会
で
は
、
11
月
3
日
に
開
催
さ
れ
る
商
工
祭
に
市

民
の
皆
様
と
地
域
在
住
の
外
国
人
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、「
国
際
屋
台
」
を
出
店
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
商
工
ま
つ
り
は
、
本
年
４
月
、
師
勝
町
商
工

会
と
西
春
町
商
工
会
が
合
併
し
て
発
足
し
た
北
名
古
屋

市
商
工
会
が
、「
師
勝
町
商
工
祭
」
と
「
西
春
町
産
業
ま

つ
り
」
を
統
合
し
て
、
新
た
に
開
催
す
る
も
の
で
、
会

場
も
市
の
中
心
で
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
市
健

康
ド
ー
ム
と
尾
張
中
部
福
祉
の
杜
の
広
場
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
市
内
に
在
住
の
外
国
人
の
方
（
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
方
）
は
約
１
５
０
０
人
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

同
じ
よ
う
に
働
き
、
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
一
つ
の
目
標
で
あ
る
「
多
文
化
共
生
」
と
は
、
国
籍
や

民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
違
い
を
認

め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構

成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
の
「
国
際

屋
台
」
を
き
っ
か
け
に
、
外
国
人
の
方
と
市
民
の
皆
様
と

の
ふ
れ
あ
い
が
進
み
、
地
域
に
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
、

ま
た
、
自
国
の
文
化
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
際
屋
台
」
で
は
、
主
に
ブ
ラ
ジ
ル
や
韓
国
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物

や
物
産
を
販
売
す
る
ほ
か
、
民
族
衣
装
な
ど
も
紹
介
す
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
商
工
祭
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

留
学
生
を
家
庭
の
一
員
に

　
　
　

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い

　

協
会
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
外
国
人
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を
随
時
募
集
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

北
名
古
屋
市
に
も
、
韓
国
、
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国

を
は
じ
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
英
語
圏
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

か
ら
留
学
生
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
を
求
め
て
い
ま
す
。
期
間
は
、
１
週
間
程
度
か
ら
３

か
月
程
度
、
あ
る
い
は
更
に
長
期
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

地
元
の
名
古
屋
芸
術
大
学
な
ど
か
ら
協
会
に
照
会
が
あ
っ

て
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

協
会
で
は
、あ
ら
か
じ
め
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
、

登
録
し
て
お
く
制
度
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

外
国
人
留
学
生
を
家
庭
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
い

た
だ
く
と
、
外
国
の
文
化
を
知
っ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
の
中

で
家
族
関
係
や
日
本
文
化
を
再
発
見
し
た
り
、
新
た
な
家

族
を
持
つ
喜
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
の
一
員

と
し
て
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
の
国

際
親
善
に
ご
興
味
の
あ
る
ご
家
庭
の
登
録
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

ご
登
録
い
た
だ
き
ま
す
と
、ご
希
望
な
ど
を
考
慮
し
て
、

受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
随
時
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
登
録
は
協
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

万
渓
寺
（
久
地
野
）
で
は
、
い
け
花
を
通

じ
中
国
山
東
省
花
卉
協
会
と
文
化
交
流
を
し

て
い
ま
す
。
平
成
７
年
に
日
中
国
交
樹
立
35

周
年
・
山
東
省
花
卉
協
会
設
立
25
周
年
に
住

職
の
私
が
招
か
れ
て
、
い
け
花
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
好

評
で
、
以
来
い
け
花
を
通
し
て
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
い
け
花
の
指
導
に
中
国
に
渡
り

ま
し
た
。
今
年
春
は
「
八
代
流
春
の
い
け
花
展
」
に
来
日
、

出
瓶
参
加
さ
れ
、
数
名
が
万
渓
寺
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
、
市
役
所
に
長
瀬
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た

あ
と
、
東
庁
舎
隣
り
の
歴
史
民
俗
資
料
館
を
見
学
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
花
屋
さ
ん
を
見
学
さ
れ
た
り
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
の
買
い
物
な
ど
、
日
本
の
生
活
の
一
部
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
檀

家
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
、

高
遠
城
跡
公
園
や
駒
ヶ
根
光

前
寺
の
桜
、
南
木
曽
の
花
桃

な
ど
日
本
の
春
を
満
喫
さ

れ
、
役
員
方
々
と
の
食
事
会

や
カ
ラ
オ
ケ
等
で
も
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

真
の
目
的
で
あ
る
い
け
花
の

基
礎
、割
留
め
、折
留
め
等
の

技
術
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
、
９
月
26
日
開
催
の
「
中
国
大
花
卉
展
」
い
け

花
部
会
に
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
て
お
り
、
出
瓶
、
講

義
、
実
技
指
導
の
予
定
で
す
。
意
外
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
日
本
の
い
け
花
文
化
に
深
い
関
心
が
あ
る
よ
う
で

す
。（
佐
治
真
雄
）

い
け
花
で
中
国
と
交
流

44ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
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Information

　

協
会
で
は
、
外
国
か
ら
北
名
古
屋
市
に
新
た
に
転
入
さ
れ
た

方
の
た
め
に
、
日
本
語
・
英
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
併
記
し
た
「
生

活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
行
政
へ
の
手
続
き
、

病
院
や
医
院
の
紹
介
、
緊
急
時
の
連
絡
方
法
、
学
校
・
保
育
園

へ
の
入
学
・
入
園
手
続
き
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
ご
み
・
電
話
・

郵
便
な
ど
の
日
常
生
活
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
市
民
課
窓
口
又
は
協
会
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、（
財
）
愛
知
県
国
際
交
流
協
会
発
行
の
「
愛
知
生
活
便
利

帳
（
ス
ペ
イ
ン
語
・
２
０
０
９
年
版
）」
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
協

会
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
10
月
1
日
か
ら
先
着
20

名
ま
で
と
し
ま
す
。

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
ま
す
。

外
国
人
向
け
の「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
（
財
）
愛
知
県
国
際
交
流
協
会
が
2
0
0
5
年
の
愛
知
万
博

で
体
験
し
た
国
際
交
流
の
楽
し
さ
を
広
げ
て
い
き
た
い
、
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
、
参
加
1
2
0
か
国
の
教
材
を
作
っ
て
い
ま

す
。
万
博
の
「
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
で
、

旧
師
勝
町
と
交
流
の
あ
っ
た
「
韓
国
」
と
旧
西
春
町
と
交
流
の

あ
っ
た
「
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
」
の
教
材
が
で
き
ま
し
た
の
で
さ

し
あ
げ
ま
す
。
協
会
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
10
月

1
日
か
ら
先
着
20
名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
内
の
団
体
や
企
業
な
ど
で
、
通
訳
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
有
料
で
す
が
、
安
価
で
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
ま
す
。
会
員
の
団
体
や
企
業
な
ど
に
は
補
助
が
あ

り
ま
す
の
で
、更
に
お
安
く
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
韓
国
」と「
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
」の

　
　
　
　

学
習
教
材
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　

協
会
で
は
、「
国
籍
や
民
族
の
違
い
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
と

も
に
学
び
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
、
豊
か
で
活
力
あ
る
北
名
古

屋
市
」
を
目
指
し
て
、
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
目
は
、「
ラ
オ
ス
か
ら
見
た
世
界
」
と
題
し
て
の
前
田

初
江
氏
の
お
話
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
と　
　

き　

11
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
と  

こ  

ろ　

文
化
勤
労
会
館　

研
修
室
（
２
Ｆ
）

・
定　
　

員　

30
名
（
先
着
順
）

・
内　
　

容　

青
年
海
外
協
力
隊
員
か
ら
始
ま
る
永
年
の
ラ
オ

ス
と
の
関
わ
り
か
ら
、
ラ
オ
ス
の
歴
史
と
現
状
、

環
境
、
暮
ら
し
、
文
化
な
ど
、
直
接
見
聞
き
し

た
事
柄
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
東
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
の
滞

在
経
験
な
ど
も
織
り
込
ん
で
、
ラ
オ
ス
か
ら
見

た
世
界
、
世
界
か
ら
見
た
ラ
オ
ス
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
講　
　

師　

前
田　

初
江
（
ま
え
だ　

は
つ
え
）
氏

【
略
歴
】　　

１
９
４
６
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
大

学
（
通
教
）
卒
業
。
１
９
６
９
年
か
ら
２
０
０

１
年
ま
で
の
間
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
、
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
日
本
語
補
習
校
教
師
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
４
度
、
８
年
に
わ
た
り
ラ
オ
ス
在
住
、
以

後
現
在
に
至
る
ま
で
ラ
オ
ス
に
関
わ
る
活
動
を

行
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
東
ア
フ
リ
カ

な
ど
に
も
滞
在
経
験
が
あ
る
。
著
書
に
「
遥
か

な
る
ラ
オ
ス
（
１
９
７
７
年
時
事
通
信
社
）」「
ラ

オ
ス
い
と
し
い
国
（
２
０
０
２
年
星
雲
社
）」、

訳
書
に
「
ラ
オ
ス
の
民
話
（
１
９
９
４
年
黒
潮

社
）」「
母
さ
ん
の
い
と
し
子
（
２
０
０
８
年
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
、
ド
ー
ク
ケ
ー
ト
社
）」
が
あ
る
。

・ 

申
し
込
み　

10
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
協
会
へ
。

○
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

　
　
　
　
　

面
積　

24
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

人
口　

５
８
０
万
人
（
２
０
０
６
年
世
銀
統
計
）

　
　
　
　
　

首
都　

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

　
　
　
　
　

民
族　

低
地
ラ
オ
族
（
60
％
）
な
ど
、
計
49
民
族

　
　
　
　
　

言
語　

ラ
オ
ス
語

　
　
　
　
　

宗
教　

仏
教　

第
３
回
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座

「
ラ
オ
ス
か
ら
見
た
世
界
」

　

各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481
ー

8531  

北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

　
　
　
　

                    

北
名
古
屋
市
役
所
（
西
庁
舎
）
内

電　
　
　

話 

０
５
６
８
ー（
２
２
）ー
１
１
１
１　

内
線
２
３
７
６

フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
５
６
８
ー（
２
５
）ー
１
８
０
０

メ
ー
ル kokusai@

city.kitanagoya.lg.jp

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会


